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阿
智
村
立
阿
智
中
学
校
は
、
２
０
１
０
年
度
、
同

村
立
清せ

い

内な
い

路じ

中
学
校
と
統
合
し
た
。
清
内
路
中
学
校

の
学
区
か
ら
１
年
生
５
人
、
２
年
生
３
人
、
３
年
生

７
人
が
同
校
に
通
っ
て
い
る
。
教
師
３
人
も
同
校
か

ら
異
動
し
て
き
た
。

　
11
年
度
に
は
、
同
村
立
浪な

み

合あ
い

中
学
校
、
隣
村
の
平ひ

ら

谷や

村
立
平
谷
中
学
校
と
も
統
合
し
、
２
校
の
学
区
か

ら
計
34
人
の
生
徒
と
、両
校
の
教
師
２
人
を
迎
え
る
。

統
合
に
向
け
て
建
設
し
て
い
た
新
校
舎
も
完
成
す

る
。

　
阿
智
中
学
校
と
３
校
の
所
在
地
は
離
れ
て
お
り
、

車
で
最
大
30
〜
40
分
も
の
距
離
が
あ
る
（
図
１
）。

周
辺
に
鉄
道
は
走
っ
て
お
ら
ず
、
路
線
バ
ス
も
日
に

数
本
し
か
運
行
し
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
多
く
の

生
徒
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
通
学
す
る
。
定
期
考
査
期

間
中
に
生
徒
が
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
乗
り
遅
れ
た
時
に

は
、
教
師
が
車
で
迎
え
に
行
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
と

い
う
。

　
佐
川
浩
一
校
長
が
い
ず
れ
の
統
合
で
も
強
く
心
が

け
て
い
る
の
は
、
生
徒
同
士
が
対
等
な
関
係
を
築
け

る
よ
う
に
す
る
こ
と
だ
。

　「
生
徒
数
は
少
な
く
て
も
、
各
校
に
は
そ
れ
ぞ
れ

の
校
風
や
文
化
が
あ
り
ま
す
。
阿
智
中
学
校
が
３
校

を
統
合
す
る
の
で
は
な
く
、
４
校
が
一
緒
に
な
っ
て

新
た
な
学
校
に
生
ま
れ
変
わ
る
の
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
互
い
の
良
さ
を
認
め
、
学
び
合
っ
て
こ
そ
、
よ

り
良
い
学
習
集
団
に
な
れ
る
と
、
職
員
会
議
や
全
校

集
会
で
繰
り
返
し
伝
え
て
い
ま
す
」

統
合
４
校
が
互
い
に
学
び
合
い

新
た
な
学
校
文
化
を
創
造
す
る

長
野
県

阿あ

智ち

村
立
阿
智
中
学
校

全
国
的
に
学
校
の
統
廃
合
が
進
ん
で
い
る
が
、人
も
校
舎
も
変
わ
る
中
で「
学
校
ブ
ラ
ン
ド
」を
つ
く
る
こ
と
は
難
し
い
。

２
０
１
０
年
度
か
ら
の
２
年
間
で
３
校
と
統
合
す
る
阿
智
村
立
阿
智
中
学
校
は
、
統
合
前
に
授
業
や
学
校
行
事
を

合
同
で
行
い
、
交
流
を
重
ね
る
こ
と
で
、
ス
ム
ー
ズ
な
統
合
と
生
徒
中
心
の
新
た
な
学
校
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

「
各
校
は
対
等
、
生
徒
も
対
等
」
を

会
議
や
集
会
で
強
調

〈
学
校
ブ
ラ
ン
ド
の
構
築
〉〈
校
長
の
率
先
垂
範
〉

事
例
に
見
る
不
易
と
流
行

2

＊プロフィール、及び本文中の内容は取材時（2011年３月）のものです。＊上の校舎の写真は２０１１年３月撮影の旧校舎です。

阿
智
中
学
校
に
見
る

不
易

互
い
を
尊
重
し
学
び
合
う
生
徒
・
教
師

阿
智
村
立
阿
智
中
学
校
校
長

佐
川
浩
一S

agaw
a K

oichi 

「
何
か
一
つ
の
こ
と
に
対
し
て
、
全
力
で
打
ち

込
も
う
と
す
る
生
徒
を
育
て
た
い
」

http://www.valley.ne.jp/~achi1go/
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「授業」で生徒を、学級を伸ばす
第1 回
中学校教育の不易と流行

　「
清
内
路
中
学
校
の
生
徒
は
、
統
合
後
、
そ
れ
ま

で
の
数
倍
の
生
徒
の
中
で
授
業
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
、
学
習
環
境
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。
30
人
の
生

徒
と
一
緒
に
受
け
る
授
業
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を

体
験
し
て
ほ
し
い
と
考
え
ま
し
た
」（
佐
川
校
長
）

◎
宿
泊
体
験
学
習
（
６
月
）

　
両
校
の
１
年
生
が
、
県
立
施
設
で
飯
ご
う
炊
さ
ん

や
キ
ャ
ン
プ
な
ど
の
野
外
活
動
を
１
泊
２
日
で
行
っ

た
。
阿
智
中
学
校
の
生
徒
73
人
を
12
グ
ル
ー
プ
に
分

け
、
そ
こ
に
清
内
路
中
学
校
の
生
徒
３
人
が
１
人
ず

つ
加
わ
っ
た
。
役
割
分
担
を
決
め
る
集
会
や
結
団
式

な
ど
の
事
前
準
備
段
階
か
ら
両
校
混
合
の
グ
ル
ー
プ

で
行
っ
た
こ
と
で
、
当
日
は
両
校
の
生
徒
が
打
ち
解

け
て
話
す
様
子
が
見

ら
れ
た
。

◎
合
同
登
山（
８
月
）

　
両
校
の
２
年
生
が

一
緒
に
１
泊
２
日

で
、
南
ア
ル
プ
ス
・

仙
丈
ヶ
岳
に
登
っ
た

（
写
真
１
）。
こ
こ
で

も
事
前
準
備
段
階
か

ら
両
校
混
合
で
６
人

１
組
に
分
か
れ
た
。

別
々
の
グ
ル
ー
プ
に

な
っ
た
清
内
路
中
学

校
の
生
徒
は
、
最
初

は
緊
張
し
た
様
子
を

見
せ
て
い
た
が
、
阿

　
清
内
路
中
学
校
と
の
統
合
に
当
た
り
、
09
年
度
は

４
月
に
両
校
で
計
画
を
立
て
、
次
の
よ
う
な
事
前
交

流
を
行
っ
た
。

◎
合
同
授
業
（
５
月
）

　
清
内
路
中
学
校
の
１
・
２
年
生
が
阿
智
中
学
校
を

訪
れ
、
同
じ
授
業
を
１
時
間
一
緒
に
受
け
た
。
１
年

生
は
体
育
で
、
両
校
の
生
徒
が
混
合
チ
ー
ム
を
組
ん

で
リ
レ
ー
を
行
い
、
２
年
生
は
２
組
に
分
か
れ
、
国

語
と
社
会
の
授
業
に
出
席
し
た
。
生
徒
と
共
に
来
校

し
た
学
級
担
任
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
授
業
を
参
観
し
た
。

智
中
学
校
の
生
徒
か
ら
積
極
的
に
声
を
掛
け
ら
れ
、

次
第
に
な
じ
ん
で
い
っ
た
と
い
う
。
当
日
は
互
い
に

助
け
合
っ
て
登
る
様
子
が
見
ら
れ
た
。

◎
文
化
祭
（
10
月
）

　
清
内
路
中
学
校
の
生
徒
全
員
が
、
阿
智
中
学
校
が

文
化
祭
で
行
う
音
楽
会
に
参
加
。
清
内
路
中
学
校
の

伝
統
的
な
取
り
組
み
で
あ
る
合
唱
を
披
露
し
た
。

　「
本
校
の
生
徒
は
、
清
内
路
中
学
校
の
生
徒
が
県

内
外
の
合
唱
大
会
で
実
績
を
残
し
て
い
る
こ
と
を

知
っ
て
は
い
ま
し
た
が
、
実
際
に
聴
い
て
、
そ
の
歌

声
の
素
晴
ら
し
さ
に
感
動
し
た
よ
う
で
す
。
自
然
と

歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
」（
佐
川
校
長
）

◎
生
徒
会
活
動
（
12
月
）

　
阿
智
中
学
校
生
徒
会
の
会
長
と
副
会
長
２
人
の
計

３
人
が
、
清
内
路
中
学
校
の
生
徒
集
会
に
出
席
し
、

事
前
交
流
で
互
い
を
知
り

統
合
後
の
人
間
関
係
の
不
安
を
軽
減

恵那山

岐阜県 長野県

阿智村

阿智中学校阿智中学校

清内路小学校

清内路中学校清内路中学校

平谷村

阿智第一小学校

阿智第二小学校

阿智第三小学校

浪合小学校
浪合中学校

平谷小学校
平谷中学校

2010年度統合
2011年度統合

生徒数15人

生徒数18人

生徒数238人

生徒数16人
2km

写真１　６人１組
で、標高３,０３３m
の仙丈ヶ岳を登
る。あえて阿智中
学校と清内路中学
校との混合グルー
プにしたことで、
生徒同士の交流が
盛んになった

図１ 統合４校関係図

＊浪合中学校と浪合小学校、平谷中学校と平谷小学校は、同じ敷地内にある
＊生徒数はそれぞれ統合時の人数
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自
校
の
生
徒
会
の
方
針
や
組
織
、
運
営
な
ど
に
つ
い

て
説
明
。
両
校
の
生
徒
の
質
疑
応
答
も
見
ら
れ
た
。

◎
修
学
旅
行
（
３
月
）

　
２
年
生
の
修
学
旅
行
は
、
見
学
場
所
は
異
な
る
も

の
の
、
両
校
で
日
程
と
宿
舎
を
同
じ
に
し
た
。

　
佐
川
校
長
は
、
こ
う
し
た
事
前
交
流
の
意
義
を
次

の
よ
う
に
話
す
。

　「
清
内
路
中
学
校
の
生
徒
は
、
統
合
後
の
学
校
生

活
や
、
新
し
い
教
師
、
友
だ
ち
と
の
人
間
関
係
に
不

安
を
抱
い
て
い
た
は
ず
で
す
。
事
前
に
十
分
交
流
し

て
お
け
ば
、
阿
智
中
学
校
の
様
子
が
分
か
り
、
安
心

で
き
ま
す
。
特
に
宿
泊
体
験
学
習
や
合
同
登
山
で
寝

食
を
共
に
し
た
こ
と
は
、
互
い
を
知
る
上
で
大
き
な

収
穫
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
」

　
両
校
混
合
の
グ
ル
ー
プ
編
成
に
つ
い
て
は
、「
人

数
の
少
な
い
清
内
路
中
学
校
の
生
徒
が
孤
立
し
て
し

ま
う
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
理
由
か
ら
反
対
す
る

声
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
統
合
後
は
両
校
の
生
徒
が

毎
日
同
じ
教
室
で
学
ぶ
こ
と
に
な
る
。
少
し
で
も
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
を
増
や
そ
う
と
、
あ
え

て
混
合
グ
ル
ー
プ
に
し
た
と
い
う
。

　
事
前
交
流
の
成
果
は
、
統
合
１
年
目
の
10
年
度
１

学
期
か
ら
、両
校
の
生
徒
同
士
が
仲
良
く
話
し
た
り
、

学
び
合
っ
た
り
す
る
様
子
に
見
ら
れ
た
。
６
月
に
清

内
路
中
学
校
出
身
の
生
徒
全
員
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、「
学
校
生
活
が
楽
し
い
」
と
い
う
回
答
が

９
割
以
上
を
占
め
、
そ
の
理
由
と
し
て
「
友
だ
ち
が

た
く
さ
ん
出
来
た
か
ら
」
と
い
う
声
が
目
立
っ
た
。

　「
清
内
路
中
学
校
の
生
徒
は
、
教
室
で
ま
ず
事
前

交
流
の
時
に
同
じ
グ
ル
ー
プ
だ
っ
た
生
徒
と
話
す
よ

う
に
な
り
、
次
第
に
他
の
グ
ル
ー
プ
の
生
徒
と
も
仲

良
く
な
っ
て
い
っ
た
よ
う
で
す
。
孤
立
し
て
し
ま
う

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」（
佐
川
校
長
）

　
阿
智
中
学
校
の
生
徒
に
も
、
清
内
路
中
学
校
の
生

徒
を
通
し
て
そ
の
校
風
や
伝
統
を
理
解
し
よ
う
と
い

う
積
極
的
な
姿
勢
が
見
ら
れ
た
。
生
徒
会
は
、「
互

い
の
良
さ
に
学
ぼ
う
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
打
ち

出
し
、文
化
祭
で
の
音
楽
会
を
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル（
写

真
２
）
に
し
た
い
と
教
師
に
提
案
し
た
。

　「
事
前
交
流
で
清
内
路
中
学
校
の
合
唱
を
聴
い
た

生
徒
た
ち
は
、
統
合
後
は
ぜ
ひ
自
分
た
ち
の
学
校
の

行
事
に
も
合
唱
を
取
り
入
れ
た
い
と
思
っ
た
よ
う
で

す
。
年
間
行
事
予
定
は
既
に
決
ま
っ
て
い
た
た
め
、

教
師
の
間
で
反
対
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
私

は
、
生
徒
の
気
持
ち
を
尊
重
す
べ
き
で
あ
り
、
新
し

い
学
校
文
化
を
つ
く
る
機
会
に
も
な
る
と
考
え
、
校

長
と
し
て
開
催
を
決
め
ま
し
た
」（
佐
川
校
長
）

　「
清
内
路
中
学
校
の
良
さ
に
学
ぶ
」
と
い
う
考
え

は
、
ど
の
教
師
も
共
有
し
て
い
る
。
清
内
路
中
学
校

か
ら
異
動
し
て
き
た
教
師
は
、
担
任
す
る
学
級
で
毎

日
、
朝
と
帰
り
の
学
活
に
合
唱
の
時
間
を
設
け
て
い

る
が
、
こ
れ
に
な
ら
う
教
師
が
日
ご
と
に
増
え
、
今

で
は
全
て
の
学
級
に
広
ま
っ
て
い
る
。

　
一
方
、
反
省
す
べ
き
点
も
あ
っ
た
と
佐
川
校
長
は

振
り
返
る
。

　「
１
学
期
の
始
業
式
・
入
学
式
の
日
、
１
年
生
は

学
級
ご
と
に
生
徒
一
覧
表
を
玄
関
に
貼
り
出
し
た
の

で
す
が
、
２
・
３
年
生
の
分
は
貼
り
出
し
ま
せ
ん
で

し
た
。
清
内
路
中
学
校
の
生
徒
に
は
寂
し
い
思
い
を

さ
せ
て
し
ま
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
11
年
度
の
浪

合
中
学
校
、
平
谷
中
学
校
と
の
統
合
で
は
、
全
学
年

で
貼
り
出
す
予
定
で
す
」

　
保
護
者
の
交
流
に
も
課
題
が
あ
る
と
い
う
。

　「
そ
れ
ぞ
れ
の
学
区
内
で
は
、
保
護
者
同
士
は
子

ど
も
が
小
学
校
に
入
る
前
か
ら
の
知
り
合
い
な
の

で
、
互
い
の
家
庭
の
こ
と
は
何
で
も
知
っ
て
い
ま
す

し
、分
か
り
合
っ
て
い
ま
す
。と
こ
ろ
が
統
合
に
よ
っ

て
、
全
く
知
ら
な
い
保
護
者
と
の
付
き
合
い
が
生
ま

れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
遊
び

に
行
か
せ
る
時
の
注
意
点
や
保
護
者
間
の
連
絡
の
仕

清
内
路
中
学
校
の
良
さ
に
学
ぼ
う
と

生
徒
会
が
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
を
提
案

写真２　２０１０年度、清内路中学校との統合１年目に行った３年生の合唱コ
ンクールの様子。朝と帰りの学活で毎日合唱の練習を続けている成果もあ
り、生徒の歌声は次第に良くなっている
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「授業」で生徒を、学級を伸ばす
第1 回
中学校教育の不易と流行

方
と
い
っ
た
と
こ
ろ
に
、
認
識
の
ず
れ
が
生
じ
て
い

る
よ
う
で
す
」（
佐
川
校
長
）

　
清
内
路
中
学
校
の
生
徒
の
保
護
者
と
の
懇
談
会
で

は
、「
統
合
後
、
先
生
方
と
の
距
離
が
遠
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
」
と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　「
同
校
の
保
護
者
に
と
っ
て
、
学
校
は
も
う
一
つ

の
我
が
家
の
よ
う
な
存
在
で
す
。
教
師
に
対
し
て
も

家
族
の
よ
う
に
接
し
て
き
た
た
め
、
統
合
後
も
学
校

に
我
が
子
の
全
て
を
把
握
し
て
い
て
ほ
し
い
と
期
待

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
本
校
で
は
教
師
一
人
が
見

る
生
徒
数
が
多
い
上
、
生
徒
の
自
宅
と
学
校
と
の
物

理
的
な
距
離
も
広
が
り
ま
し
た
。
お
の
ず
と
従
来
の

関
係
は
変
わ
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
そ
れ
だ
け
に
、

保
護
者
か
ら
の
信
頼
を
得
る
に
は
、
学
校
か
ら
の
情

報
発
信
が
鍵
と
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
学
校
便
り

や
学
年
便
り
で
統
合
後
の
生
徒
の
様
子
を
細
か
く
伝

え
て
い
ま
す
」（
佐
川
校
長
）

　
10
年
度
は
、
浪
合
中
学
校
と
平
谷
中
学
校
と
の
統

合
に
向
け
て
事
前
交
流
を
次
の
よ
う
に
行
っ
た
。

◎
合
同
授
業
（
５
月
、
11
月
）

　
５
月
は
、
平
谷
中
学
校
の
１
・
２
年
生
と
学
級
担

任
、
管
理
職
が
来
校
。
１
年
生
は
理
科
と
音
楽
、
２

年
生
は
国
語
と
家
庭
科
に
分
か
れ
、授
業
を
受
け
た
。

　
11
月
は
、
浪
合
中
学
校
と
平
谷
中
学
校
の
１
・
２

年
生
、
学
級
担
任
が
来
校
。
１
年
生
は
英
語
、
２
年

生
は
国
語
、
数
学
、
理
科
、
家
庭
科
に
分
か
れ
て
授

業
を
受
け
た
。
授
業
後
、
阿
智
中
学
校
の
生
徒
全
員

と
同
校
の
校
歌
を
練
習
し
た
。

　
い
ず
れ
も
授
業
後
に
、
生
徒
と
担
任
に
「
今
日
の

授
業
の
感
想
」（
図
２
）
を
書
い
て
も
ら
っ
た
。「
音

楽
の
授
業
を
受
け
て
、
は
じ
め
は
緊
張
し
て
怖
か
っ

た
け
れ
ど
、
隣
り
の
人
や
後
ろ
の
人
が
話
し
か
け
て

く
れ
た
の
で
、楽
し
く
出
来
ま
し
た
」（
１
年
生
）、「
行

く
前
は
と
て
も
緊
張
し
て
嫌
が
っ
て
い
ま
し
た
が
、

同
級
生
と
少
し
で
も
話
す
こ
と
が
出
来
て
良
か
っ
た

よ
う
で
す
」（
２
年
生
担
任
）
と
い
う
感
想
が
寄
せ

ら
れ
た
。
合
同
授
業
が
少
な
か
っ
た
平
谷
中
学
校
に

は
、
同
校
長
の
依
頼
も
あ
り
、
３
月
に
阿
智
中
学
校

の
教
師
が
訪
れ
、
数
学
と
英

語
の
授
業
を
行
っ
た
。

◎
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
交
流

（
７
月
）

　
２
校
の
１
・
２
年
生
が
阿
智

中
学
校
に
来
校
。
各
学
年
で

３
校
混
合
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、

教
室
で
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
や
ト

ラ
ン
プ
、
体
育
館
で
ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル
な
ど
を
し
た
。

◎
運
動
会
（
９
月
）

　
２
校
の
１
〜
３
年
生
と
、

阿
智
村
立
浪
合
小
学
校
の
６

年
生
が
阿
智
中
学
校
の
運
動

会
に
参
加
。４
校
混
合
の
チ
ー

ム
に
よ
る
リ
レ
ー
、
騎
馬
戦

な
ど
を
行
っ
た
。

◎
生
徒
総
会
で
の
交
流
（
12
月
）

　
２
校
の
１
・
２
年
生
が
阿
智
中
学
校
の
生
徒
総
会

に
参
加
し
た
。

　
佐
川
校
長
は
、
阿
智
中
学
校
の
雰
囲
気
は
両
校
の

生
徒
に
伝
え
ら
れ
た
だ
ろ
う
と
話
す
。

　「
10
年
度
は
、
日
程
調
整
が
難
し
く
、
宿
泊
を
伴

う
行
事
が
実
現
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
点
は
残
念

で
す
が
、
授
業
や
運
動
会
で
生
徒
同
士
が
笑
顔
で
会

話
を
す
る
様
子
が
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
ま
し
た
。『
あ

い
つ
は
面
白
い
』『
あ
の
子
は
優
し
い
』
と
い
う
よ

う
に
、
ど
の
よ
う
な
生
徒
が
い
る
か
を
互
い
に
知
る

こ
と
が
出
来
た
と
思
い
ま
す
」

生
徒
の
交
流
に
加
え
て

保
護
者
の
交
流
を
充
実

図２ 浪合中学校、平谷中学校との合同授業の感想

◎「阿智中学校のみなさんはすごくやさしくて、戸惑っている時に
声を掛けてくれました。うれしかったです。一緒に理科の実験を
した班の人と仲良くなれて良かったです」（１年生）

◎「音楽の授業に出て、みんなとても明るく、社交的だと思いまし
た。どんどん話し掛けてくれて、うれしかったです。最初、玄関
まで私たちを迎えに来てくれましたが、その時は生徒の人数の多
さにびっくりし、うれしさ半分、戸惑い半分でした」（１年生）

◎「阿智中学校は生徒の人数が多くて、最初はすごく緊張しました。
でも、前の席の人が話し掛けてくれたので、良かったです。授業
が終わった後も、何人かの人と話せて良かったです。多人数の授
業の雰囲気もよく分かり、とても勉強になりました」（２年生）

◎「平谷中学校の生徒は、阿智中学校の生徒のエネルギーに圧倒さ
れていました。両校のエネルギーの向く方向が一つになり、大き
な力となる喜びを平谷中学校の生徒たちに味わわせてあげたいと
思います」（平谷中学校教頭）

◎「人数の多さと平谷中学校にはないにぎやかさに少し圧倒され
ている様子が見られましたが、阿智中学校の生徒に話し掛けても
らったりしたことで、授業の後半にはなじんできたようでした。
帰る時は、満面の笑顔、戸惑いの残る顔など、いろいろな表情が
ありました。これからも交流が楽しみです」（平谷中学校１年生担任）
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清
内
路
中
学
校
と
の
統
合
で
課
題
と
な
っ
た
保
護

者
同
士
の
交
流
の
機
会
を
設
け
よ
う
と
、
９
月
の
授

業
参
観
に
は
、
浪
合
小
学
校
と
平
谷
村
立
平
谷
小
学

校
の
６
年
生
の
保
護
者
、
浪
合
中
学
校
と
平
谷
中
学

校
の
１
・
２
年
生
の
保
護
者
を
招
き
、
阿
智
中
学
校

の
生
徒
の
保
護
者
と
一
緒
に
参
観
し
て
も
ら
っ
た
。

　
浪
合
中
学
校
と
平
谷
中
学
校
と
の
統
合
に
よ
り
、

阿
智
中
学
校
の
学
区
は
六
つ
の
小
学
校
か
ら
生
徒
が

集
ま
る
、
県
内
有
数
の
広
さ
と
な
る
。

　「
学
区
が
広
が
る
分
、
生
徒
の
個
性
も
ま
す
ま
す

多
様
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
学
校
生

活
の
基
盤
と
な
る
学
級
づ
く
り
を
し
っ
か
り
行
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
生
徒
が
互
い
の
良
さ
を
認
め

合
う
関
係
を
築
く
た
め
に
、
担
任
に
は
、
今
ま
で
以

上
に
注
意
深
く
生
徒
一
人
ひ
と
り
と
向
き
合
う
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
課
題
や
悩
み
を
担
任
一
人
が
抱

え
込
ま
な
い
よ
う
、
学
年
団
の
結
び
付
き
を
強
め
る

こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」（
佐
川
校
長
）

　
そ
こ
で
懸
念
さ
れ
る
の
は
、
11
年
度
か
ら
使
用
す

る
新
校
舎
に
教
科
ご
と
の
研
究
室
が
設
け
ら
れ
て
い

る
こ
と
だ
と
い
う
。

　「
職
員
室
よ
り
も
研
究
室
に
い
る
時
間
が
長
く
な

れ
ば
、
他
教
科
の
教
師
と
あ
ま
り
言
葉
を
交
わ
さ

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
教
師
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
を
つ
く
ろ
う
と
、
１
日
１
回
、

特
定
の
休
み
時
間
に
全
員
が
職
員
室
に
集
ま
ろ
う
と

呼
び
か
け
て
い
ま
す
」（
佐
川
校
長
）

　
今
後
は
、
新
し
い
阿
智
中
学
校
を
築
き
上
げ
て
い

く
取
り
組
み
が
本
格
化
す
る
。

　「
統
合
は
、
阿
智
中
学
校
の
良
さ
と
は
何
か
を
改

め
て
考
え
る
契
機
と
な
り
ま
し
た
。
私
は
今
、
阿
智

中
学
校
の
良
さ
の
一
つ
は
、
相
手
の
良
さ
を
見
つ
け

よ
う
と
す
る
生
徒
が
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。
清
内
路
中
学
校
と
統
合
後
、
生
徒
た
ち

か
ら
『
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
を
し
た
い
』
と
い
う
声
が

自
然
に
起
こ
っ
た
時
に
そ
う
強
く
感
じ
た
の
で
す
。

ど
の
学
級
で
も
毎
日
合
唱
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
結

果
、
最
近
で
は
阿
智
中
学
校
の
生
徒
に
も
歌
唱
力
が

付
い
て
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
学
校
の
大
き
な
変

化
で
す
。
浪
合
中
学
校
と
平
谷
中
学
校
と
の
統
合
後

も
、
２
校
の
良
さ
を
吸
収
し
て
更
に
変
わ
っ
て
い
く

と
思
い
ま
す
」（
佐
川
校
長
）

　
少
子
化
や
市
町
村
合
併
な
ど
に
よ
り
、
学
校
の
統

合
は
今
後
も
全
国
規
模
で
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
佐
川
校
長
は
、
新
・
阿
智
中
学
校
の
こ
れ
か
ら

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
話
す
。

　「
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
特
色
が
一
つ
に
な
っ
て
こ

そ
、
統
合
は
完
成
す
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
互
い
に
学
び
合
う
姿
勢
が
不
可
欠
で
す
が
、

そ
れ
を
生
徒
に
だ
け
求
め
て
い
て
は
何
も
始
ま
り
ま

せ
ん
。
教
師
が
率
先
し
て
範
を
示
し
て
は
じ
め
て
、

生
徒
を
動
か
せ
る
の
で
す
。
教
師
も
生
徒
も
、
学
び

や
気
付
き
を
得
て
少
し
ず
つ
成
長
し
て
い
く
で
し
ょ

う
。
そ
の
積
み
重
ね
が
阿
智
中
学
校
の
新
生
に
つ
な

が
り
ま
す
。
課
題
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
学
校

を
活
性
化
す
る
契
機
と
捉
え
、
焦
ら
ず
に
、
新
た
な

学
校
文
化
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

特
色
が
一
つ
に
な
っ
た
時
に

「
統
合
」が
完
成
す
る

阿
智
中
学
校
に
見
る

流
行

互
い
の
良
さ
に
学
び
新
た
な
文
化
を
築
く

　中学校３年間は、生徒が心身共に子どもから大人へと成
長する時期であるため、学習・生活両面でこまやかな声掛
けが必要です。感情が大きく揺れ動くこともありますが、
褒めてほしい時、叱ってほしい時は、どの生徒にもあります。
だからこそ、私たち教師はどこまでも生徒の心に寄り添い、
一人ひとりがどのような時に、どのような言葉を求めてい
るかを見極めなくてはなりません。そうしてこそ、教師の
言葉は生徒の心に届くのです。若手の先生方には、いかな
る困難に直面しても諦めずに、生徒の心に寄り添おうとす
る信念を持ち続けてほしいと考えています。

佐川校長が考える教育の不易


